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【序】比色定量法は、試薬を用いて試料を呈色させ、吸光度変化から目的物質の濃度を定量する

手法であり、タンパク質バイオマーカー等を特異的かつ高感度に定量する ELISA 法にも利用され

ている。しかし、吸光度変化を測定するためサンプル量（光路長）を必要とし、マイクロ TASな

どを利用した極微量測定には向いていない。我々は、このような問題点を克服する新手法として、

レーザー集光点で誘起される o-フェニレンジアミン(oPD)の局所光重合反応を利用した光ピック

アップ型バイオセンシングを提案し、グルコースやバイオマーカータンパクの測定に利用できる

ことを実証してきた [1]。本研究ではチップや装置の小型化に取り組み、バイオマーカータンパク

測定を実施し、感度や再現性等を評価した。 

【実験・結果】炎症や造血、動脈硬化と関係するバイオマーカーであるヒトインターロイキン 6

（IL-6）やＣ反応性タンパク（CRP）を検出するため、それらの抗体を修飾したセンサーチップを

作製した。顕微鏡用カバーガラス上にポリスチレンをスピンコートし、捕捉抗体の修飾とブロッ

キングを行い、センサーチップとした（図 1a）。濃度の異なるターゲットタンパクの溶液および

検出用の HRP 標識抗体と反応させたのちに oPD溶液を滴下し、波長 532 nmの連続発振レーザー

を基板-溶液界面に集光してレーザー反射光測

定を行った。また、レーザー光源、メカニカル

シャッタ、CCD カメラ等を一体化した、持ち運

び可能な小型測定システムを構築し、バイオマ

ーカー測定による評価を行った。 

小型測定システムを用いたレーザー反射光

強度測定結果を図 1b に示す。CRP 濃度が高い

ほど、短いレーザー照射時間で反射光強度変化

が誘起され、今回試作した小型のチップと測定

システムにより、CRP 濃度を定量測定できるこ

とが示された。 

図 1 （a）抗体修飾チップと(b) CRP 測定結果 
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